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漢
点
字
の
散
歩
（
十
七
）

岡
田

健
嗣

五

点

字

２

ド
イ
ツ
語
点
字

（
５
）

ま
と
め

こ
こ
ま
で
ド
イ
ツ
語
点
字
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
本
稿

が
依
拠
し
て
来
た
の
は
、"

L
e
i
t
f
a
d
e
n
d
e
r
D
e
u
t
s
c
h
e
n
B
l
i

n
d
e
n
v
o
l
l
s
c
h
r
i
f
t
"

及
び"
K
u
r
t
s
c
h
r
i
f
t
"

と
い
う
二
つ
の
テ

キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
書
物
に
加
え
て
、"

L
e
s
e
-
u
n
d

U
e
b
u
n
g
s
b
u
c
h
d
e
r
D
e
u
t
s
c
h
e
n
B
l
i
n
d
e
n
k
u
r
z
s
c
h
r
i
f
t
"

と

い
う
点
字
版
の
読
み
の
練
習
帳
が
あ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
語
点

字
の
初
歩
か
ら
二
マ
ス
略
字
ま
で
を
そ
の
段
階
を
追
っ
て
登
場

さ
せ
て
、
そ
の
触
読
と
使
用
の
実
地
を
習
得
さ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
点
字
の
符
号
と
使
い
方
の
ル
ー
ル
を
学
ん
だ
と

し
て
も
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
は
、
使
わ
れ
て
い

る
文
章
を
読
ま
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
〈
点
字
〉
を
ご
存
じ
な
い
皆
様
も
、
点
字

を
パ
タ
ー
ン
と
し
て
お
受
け
止
め
い
た
だ
け
れ
ば
充
分
で

す
。
点
字
で
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
読
み
取
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
書
物
は
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
成
立
か
ら
二
十
世
紀
ま
で

の
ド
イ
ツ
の
歴
史
を
彩
っ
た
、
そ
の
時
代
の
一
人
の
人
物
に
焦

点
を
当
て
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
人
一
人
の
人
物
に
代
表
さ

せ
な
が
ら
、
そ
の
時
代
を
紹
介
す
る
方
式
の
読
み
物
で
あ
る
。

分
量
は
ご
く
短
い
も
の
だ
が
、
私
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
の
歴
史
と

い
え
ば
、
高
校
の
世
界
史
で
習
っ
た
程
度
の
知
識
し
か
な
い
者

に
と
っ
て
は
、
読
み
通
す
だ
け
で
、
案
外
博
識
に
な
れ
る
か
も

し
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
か
ら
、
「
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
」
の
項
を
次
ペ
ー
ジ
に

引
用
し
て
見
た
い
。

こ
れ
は
点
字
書
か
ら
引
用
す
る
も
の
で
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

と
点
字
符
号
の
交
じ
っ
た
も
の
が
、
点
字
の
文
を
そ
の
ま
ま
写

し
た
も
の(

３
ペ
ー
ジ)

で
あ
る
。
も
う
一
つ(

４
ペ
ー
ジ)

は
、

点
字
の
略
字
を
解
放
し
て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
置
き
換
え
た

も
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
語
点
字
で
は
、
大
文
字
と
小
文
字
の
区
別
を
し
な

い
。
ド
イ
ツ
語
で
は
通
常
、
行
頭
や"

S
a
t
z
p
u
n
k
t
"

（
ピ
リ
オ

ド
）
の
後
の
文
字
、
そ
し
て
名
詞
の
頭
の
文
字
を
大
文
字
で
表

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。"

S
i
e
"

は
「
貴
方
」
、"

s
i
e
"

は
「
彼

女
」
と
読
み
分
け
る
の
も
、
動
詞
の
格
変
化
を
見
な
く
と
も
、

大
文
字
か
小
文
字
か
の
判
別
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
点
字
で
は
、
大
文
字
と
小
文
字
の
区
別
は
し
な
い
。

（
英
語
で
も
同
様
で
あ
る
。
）

そ
こ
で
略
字
の
解
放
文
で
、
大
文
字
に
す
べ
き
文
字
を
大
文

－ １ －



字
に
し
て
い
な
い
と
い
う
、
基
本
的
な
ミ
ス
を
犯
し
て
い
る
懼

れ
が
あ
る
。
そ
れ
は
私
の
力
量
不
足
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
ド

イ
ツ
語
点
字
の
原
文
は
、
点
字
符
号
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
交

じ
っ
た
文
の
よ
う
に
、
大
文
字
と
小
文
字
の
区
別
は
し
な
い
の

で
あ
る
。

例
示
す
る
文
に
ご
紹
介
さ
れ
て
い
る
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
、

第
一
次
大
戦
の
英
雄
で
、
帝
政
崩
壊
後
の
共
和
国
の
二
代
目
の

大
統
領
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
を
首
相
に
任
命
し

て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
崩
壊
を
早
め
た
人
と
し
て
も
有
名

で
、
こ
こ
で
は
「
歴
史
的
汚
点
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

私
は
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
礎
を
築
い
た
ピ
ピ
ン
や

カ
ー
ル
大
帝
の
項
の
文
章
を
引
用
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
残
念

な
が
ら
そ
こ
に
は
略
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
、
ま
た

他
の
項
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
は
私
に
は
馴
染
み
が
薄

い
こ
と
か
ら
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
項
を
選
択
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
文
を
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
分
量
的
な
相
違

は
見
出
せ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
は
半
角
で
、
点
字
符
号
は
全
角
で
表
記
さ
れ
て
い
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
点
字
に
置
き
換
え
て
見
れ
ば
、
全

て
が
同
じ
大
き
さ
の
文
字
に
な
っ
て
、
略
字
交
じ
り
の
方
が
、

三
割
ほ
ど
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
三
割
分
量
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
触
読
す
る
指
の
守
備
範
囲
が
、
単
純
計
算
で
約
三

割
増
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
視
野
が
三
割
広
が
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

と
こ
ろ
で"

K
u
r
z
s
c
h
r
i
f
t
"

の
語
は
通
常
、
「
速
記
法
」
と

訳
さ
れ
る
。
確
か
に
ド
イ
ツ
語
点
字
を
書
く
時
に
も
、
こ
の
略

字
を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
行
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
「
速
記
法
」
と
受
け
止
め
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
こ
の
開
発
の
本
来
の
目
的
は
、
触
読
を
如
何
に

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
か
と
い
う
点
に
置
か
れ
て
い
た
。
読
み
辛
か

っ
た
子
音
の
並
び
や
重
母
音
、
そ
し
て
頻
出
す
る
単
語
な
ど
を

一
つ
あ
る
い
は
二
つ
の
マ
ス
で
表
す
こ
と
、
そ
し
て
自
在
な
語

の
結
合
に
耐
え
う
る
法
則
の
構
築
は
、
如
何
に
読
む
か
と
い
う

一
点
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、"

K
u
r
z
s
c
h

r
i
f
t
"

の
訳
語
と
し
て
、
「
略
字
法
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
し

た
。こ

の
よ
う
に
英
語
に
せ
よ
ド
イ
ツ
語
に
せ
よ
、
欧
米
の
言
語

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
点
字
は
正
し
く
文
字
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
言
語
の
、
息
の
長
い
研
究
と
試
行
錯
誤
の
結
果
と
し
て
、

一
つ
の
体
系
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
振
り
返
っ
て
我
が
国
の
視

覚
障
害
者
教
育
と
触
読
文
字
の
開
発
は
、
欧
米
の
制
度
を
輸
入

し
た
だ
け
の
、
極
め
て
上
辺
だ
け
の
浅
薄
な
も
の
に
留
ま
っ
て

い
る
。
日
本
語
を
表
記
す
る
文
字
の
開
発
を
忌
避
し
、
視
覚
障

害
者
の
漢
字
教
育
が
無
視
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
現
在
実
施
さ

れ
て
い
る
「
教
育
」
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
日
本
語
の
表

記
の
研
究
に
踏
み
込
ん
だ
の
が
、
唯
一
川
上
泰
一
先
生
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

な
お
引
用
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
で
は
、"

s
z
"

を"
B
"

で
、

ウ
ム
ラ
ウ
ト
を"

e
"

を
後
置
す
る
こ
と
で
表
し
た
。

－ ２ －
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Hindenburg

Durch die schlacht von Tannenberg befreite Hindenburg Ende Augus

t 1914 den groeBten teil OstpreuBens von den russen. das machte d

en general zum volkstuemlichsten Heerfher des ersten Weltkroeges

(1914-1918).

Einfache Menschen suceen zu er klaeren, wie ein bis dahin unbeka

nnter offizier den Sieg ueber die feindliche uebermacht Erringen

konnte, und erzaehlten Folgendes:

Als general im Ruhestand reiste Hindenburg jeden Sommer nach Ost

preuBen. In Koenigberg lieh er sich eine Kanone aus und erprobte

mit ihr im Gelaende der masurischen Seen und Suempfe, wo das Gesc

huetz durchkomme oder in stellung gehen koenne. Er maB genau ab,

wie tief es in den Schlamm einsank, und schrieb auf, wieviel pfer

de noetig seien, um es herauszuziehen. einmal war es eine leicht

e, ein anderes mal eine schwere Kanone. Alles zeichnete und notie

rte der General in eine Karte, besonders die Stellen, wo nicht e

inmal 20 Pferde eine Kanone herausbrachten. Im herbst lieferte er

dann jedesmal das Geschuetz in Koenigberg wieder ab und fuhr nac

h Hause. Auf diese weise breitete er sich auf die Schlacht vor, d

ie unter dem Namen tannenb67g in die Geschichte einging.

Viele Jahre spaeter Entstand in der Deutschen oeffentlichkeit ei

ne Auseinandersetzung darueber, wer der eigentliche Sieger von Ta

nnenberg sei, Hindenburg oder sein erster gehilfe General Ludendo

rff. Der alte Herr, der seit 1925 reichspaersident war, meinte, a

ls er darueber befragt wurde: "Ich weiB es nicht. Wenn wir aber d

ie Schlacht verloren haetten, waere ich daran Schuld gewesen."

Anfangs wollte Hindenburg von Hitlar, dem fuehrer der Nationalso

zialschaeften Partei, nichts wissen und nannte ihn den "boehmisch

en gefreiten", weil anderes im Weltkrieg nur bis zum gefreiten ge

bracht hatte und Hindenburg Hitlars geburtsstadt Braunau am inn m

it der boehmischen Stadt Braunau verwechselte. "Hitlar ist ein tr

ommler", sagte er ein anderes mal im Hinblick auf die Laute Propa

ganda der immer zahlreicher werdenden Nationalsozialisten. "Aber

hat man gehoert, daB ein General die ratschaeftheite eines tromml

ers annimmt？" schlieBlich machte der 85jaehrige reichspaersident

unter dem ein fluB seiner Berater doch den "trommler" zum Reichs

kanzler (1933). Das war der Anfang des Weges, der Deutschland ins

verderben fuehrte.
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h dcburg

l t v t ncb g fr h dcburg cde gu 1914 e

g tc t l o pr cs v e russc． d m e gc al zm vkst m

c heerfh c wytkr g （1914～1918）．

f e mc c su tc z kl rc， bs dah k nt off

iz r e s g f d e m t r gc kte， u zltc fgcd

：

gc al ruhe r e h dcburg jdc sox n o pr

c． k n sb g l h c e k one s u prob t i l

nde r masuri c sec u s mpfe， wo d tz kxe o yu

g c ke． ma n ab， t f e lax s k， u

， vl pf de n t s c， h s zz hc． m

e l e， mal e w e k one． a z ne u

not r r gc al e k ， s yc， wo n m 20 pf

de e k one h sbr tc． h b l f d n jd m d

tz k n sb g d ab u fuhr n h se． e e br

c l t ， namc t ncb g

g g．

vle jre sp t r d c k e eu d ， w

r gct e s g v t ncb g s ， h dcburg o hilf

e gc al ludcd ff． r rr， r s t 1925 r spr sidct ，

m ， d frt ue： “ w n． wn wr a l t

l c c， e d an uld ．”

f gs o h dcburg v hitlar， fh r n n sl c p t

， ns wsc u n n ih e “b hmi c fr tc”， w l

wytkr g nr bs zm fr tc br t he u h dcburg hitlars burts

adt br n am n t r b hmi c adt br n we sy ． “h

itlar troxl ”， sg mal h bli l

qpag da r x zlr wcdc n n sli c． “a ht m h r

t， gc al rat he troxl s nixt？” m

r 85 jr e r spr sidct flu rat d e

“troxl ” zm r sk zl （1933）． d r f g wg ， r

d l d s d bc fh ．
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ルイ・ブライユの点字表

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

１： Upper4

Aa Bb Cc Dd Ee Ff Gg Hh Ii Jj

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

２： ＋

Kk Ll Mm Nn Oo Pp Qq Rr Ss Tt

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

３： ＋

Uu Vv Xx Yy Zz ge es em β st

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

４： ＋

au eu ei ch sch ein er ue oe Ww

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

５： Lower4

， ； ： un or an eh te in ar

51 52 53 54 55 56

６：

aeu ie ich ae des im

57 58 59 60 61 62 63

７：

ig lich ck ach



点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
七
四
）

墨
田
福
祉
作
業
所
へ
の
出
張
貸
出
（
一
）

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

区
内
の
福
祉
作
業
所
へ
の
出
張
貸
出
は
、
一
九
九
八
年
七
月

の
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
福
祉
作
業
所
」
で
の
個
人
貸
出
に
は

じ
ま
り
、
そ
の
後
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
「
さ
ん
さ
ん

プ
ラ
ザ
」
が
改
築
さ
れ
た
の
を
機
に
、
二
〇
〇
四
年
の
九
月
か

ら
、
そ
こ
で
も
月
一
回
の
個
人
貸
出
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
以
前

こ
の
連
載
で
「
知
的
障
害
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
」
と
題
し
て
、

九
回
に
わ
た
っ
て
レ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。(

「
点
字

か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
」
四
一
～
四
九
、
二
〇
〇
四
年
六
月
～

二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
今
年
の
一
月
か
ら
新
た
に
も
う
一
ヶ
所

の
福
祉
作
業
所
へ
の
出
張
貸
出
が
始
ま
っ
た
の
で
、
ご
報
告
し

た
い
。

墨
田
区
内
に
は
在
宅
心
身
障
害
（
児
）
者
通
所
施
設
が
一
九

ヶ
所
あ
り
、
そ
の
内
、
知
的
障
害
者
を
対
象
と
し
、
作
業
を
伴

う
通
所
施
設
が
六
ヶ
所
あ
る
。
六
ヶ
所
の
内
二
〇
人
規
模
の
作

業
所
が
三
ヶ
所
、
五
五
～
六
〇
人
規
模
の
作
業
所
が
三
ヶ
所
あ

り
、
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
福
祉
作
業
所
」
と
「
さ
ん
さ
ん
プ

ラ
ザ
」
は
後
者
に
含
ま
れ
る
。
六
〇
人
規
模
の
作
業
所
の
残
り

の
一
つ
は
「
墨
田
福
祉
作
業
所
」
と
い
い
、
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」
と
同
様
、
公
設
の
福
祉
作
業
所
で
あ
る
。
二
〇
年
近
く

前
に
、
寺
島
図
書
館
で
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
同
僚
が
こ
の

「
墨
田
福
祉
作
業
所
」
に
異
動
に
な
り
、
作
業
の
様
子
な
ど
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
図
書
館
で
は
「
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
」
「
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ザ
」
で
の
貸
出
が
順
調
に
実

施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
福
祉
作
業
所
で
も
二
つ
の
施
設
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
と
五
年
ほ
ど
前
に
打
診
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
は
作
業
所
の
職
員
の
反
対
が
あ

り
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
自
分
た
ち
の
仕
事
が
さ

ら
に
増
え
る
と
い
う
不
安
か
ら
反
対
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。

昨
年
、
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
だ
っ
た
方
が
「
墨

田
福
祉
作
業
所
」
の
所
長
と
し
て
転
出
し
た
の
で
、
そ
れ
ま
で

の
経
緯
を
お
話
し
し
た
と
こ
ろ
、
福
祉
作
業
所
の
職
員
に
図
っ

て
い
た
だ
き
、
出
張
貸
出
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
の

だ
っ
た
。
そ
の
方
は
以
前
の
職
場
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
」
で
の
盛
況
ぶ
り
を
日
頃
眼
に
し
て
お
り
、
む
し
ろ
積
極
的

に
図
書
館
の
出
張
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
望
ん
で
お
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
貸
出
を
前
提
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
あ
ず
ま
図
書
館
の
職
員
三
名
と
、
た
ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
来
て
い
た
葛
飾
ろ
う
学
校
の
高
校
生
の
四
人
で
、
八

月
の
暑
い
さ
な
か
福
祉
作
業
所
見
学
に
出
か
け
て
い
っ
た
。
数

種
類
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
場
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
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き
に
、
図
書
館
か
ら
来
た

人
と
紹
介
さ
れ
る
と
、
す

か
さ
ず
「
ハ
チ
公
の
本
を

持
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
」

「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の

本
を
持
っ
て
き
て
ほ
し

い
。
」
と
二
人
の
方
か
ら

声
が
か
か
っ
た
。

「
さ
ん
さ
ん
プ
ラ
ザ
」

で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
と

同
様
、
事
前
に
図
書
館
の

利
用
案
内
を
行
う
こ
と
に

し
、
そ
の
時
に
配
布
す
る

案
内
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
を
葛
飾
ろ
う
学
校
の
高
校
生
に
お
願

い
し
た
。
彼
女
は
ろ
う
学
校
の
専
攻
科
デ
ザ
イ
ン
系
で
学
ん
で

い
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
四
日
間
の
実
習
の
課
題
と

し
て
チ
ラ
シ
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
で

き
あ
が
っ
た
チ
ラ
シ
は
「
若
い
女
性
が
魚
を
餌
に
し
て
猫
を
釣

り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
絵
で
、
そ
の
猫
が
本
の
中
か
ら
飛
び

出
し
て
く
る
。
」
と
い
う
図
案
で
、
空
い
て
い
る
部
分
に
案
内

用
の
文
章
を
貼
り
付
け
て
作
成
し
た
。

こ
の
間
、
福
祉
作
業
所
と
の
話
し
合
い
で
、
貸
出
は
毎
月
第

二
火
曜
日
の
お
昼
休
み
に
、
玄
関
の
ス
ペ
ー
ス
に
机
を
置
き
、

利用案内の説明

資
料
を
並
べ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
本
来
な
ら
九
月
の
福
祉

作
業
所
の
利
用
者
懇
談
会
で
、
皆
さ
ん
に
図
書
館
の
利
用
案
内

を
説
明
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
図
書
館
側
と
施
設
側
の
ち
ょ

っ
と
し
た
行
き
違
い
が
あ
っ
た
た
め
に
、
二
ヶ
月
延
び
て
一
一

月
の
利
用
者
懇
談
会
で
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
。当

日
、
利
用
案
内
の
チ
ラ
シ
の
他
に
、
一
月
一
二
日
の
第
一

回
の
貸
出
の
時
に
、
貸
出
を
希
望
す
る
方
が
す
ぐ
に
そ
の
場
で

借
り
ら
れ
る
よ

う
に
、
図
書
館

の
か
し
だ
し
券

を
持
っ
て
い
な

い
方
は
事
前
に

か
し
だ
し
券
を

作
れ
る
よ
う
、

次
の
よ
う
な
案

内
も
作
成
し
、

併
せ
て
図
書
館

の
利
用
登
録
申

込
書
も
一
緒
に

配
っ
た
。
一
二

月
一
〇
日
に
保

護

者

会

が

あ

ろう学校生のデザインしたチラシ
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り
、
父
母
に
も
説
明
を
し
て
欲
し
い
と
要
望
さ
れ
て
い
た
の

で
、
そ
の
時
ま
で
に
利
用
申
込
書
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
た
。

「
本
や
Ｃ
Ｄ
を
か
り
る
券
（
か
し
だ
し
券
）
を
つ
く
る
方
へ

★
本
や
Ｃ
Ｄ
を
か
り
る
に
は
か
し
だ
し
券
が
い
り
ま
す
。

★
か
し
だ
し
券
は
だ
れ
で
も
無
料
で
つ
く
れ
ま
す
。

★
本
や
Ｃ
Ｄ
も
無
料
で
か
り
ら
れ
ま
す
。

次
の
質
問
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
（

）
の
な
か
に
○

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

一
、
（

）
一
月
か
ら
図
書
館
が
持
っ
て
く
る
本
や
Ｃ
Ｄ
を
か

り
た
い
の
で
、
か
し
だ
し
券
を
つ
く
り
た
い
。

二
、
（

）
ま
え
に
図
書
館
で
本
や
Ｃ
Ｄ
を
か
り
た
こ
と
が
あ

り
、
家
に
か
し
だ
し
券
を
持
っ
て
い
る
。

三
、
（

）
ま
え
に
か
し
だ
し
券
を
も
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
な

く
し
て
し
ま
っ
た
の
で
新
し
く
つ
く
り
た
い
。

か
し
だ
し
券
を
つ
く
り
た
い
方
は
利
用
登
録
申
込
書
を
書
い

て
一
二
月
一
〇
日
の
保
護
者
会
ま
で
に
も
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。も

っ
て
き
て
ほ
し
い

本
や
マ
ン
ガ
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
下
の
四
角
の
な
か
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
」

（
漢
字
に
は
全
て
ル
ビ
を
振
っ
た
）

当
日
、
午
後
三
時
に
皆
さ
ん
に
食
堂
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
以
上
の
三
種
類
の
用
紙
を
配
っ
て
利
用
案
内
を
行
っ
た
。

「
図
書
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
方
」
と
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
五
名
の
方
が
手
を
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。
先
日
ハ
チ
公
の

本
を
持
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
方
は
、
ビ
ニ
ー
ル
の
袋

の
中
に
大
事
そ
う
に
入
れ
た
、
図
書
館
の
か
し
だ
し
券
を
持
参

し
て
皆
さ
ん
に
見
せ
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
「
ハ
チ
公
」
を
希
望

さ
れ
た
方
の
た
め
に
そ
の
日
、
絵
本
の
『
は
ち
こ
う
』
（
い
し

だ
た
け
お
・
え
、
く
め
げ
ん
い
ち
・
ぶ
ん
、
金
の
星
社
）
と

『
ハ
チ
公
も
の
が
た
り
』
（
新
藤
兼
人
作
、
岩
淵
慶
造
絵
、
小

学
館
）
を
持
っ
て
行
っ
た
の
で
、
早
速
そ
の
か
し
だ
し
券
の
番

号
を
控
え
て
二
冊
の
本
を
お
渡
し
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

ー
ル
を
希
望
さ
れ
た
方
も
自
宅
に
か
し
だ
し
券
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
お
名
前
と
住
所
を
伺
っ
て
「
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ル
」
の
マ
ン
ガ
三
冊
を
お
渡
し
し
た
。

図
書
館
に
帰
っ
て
「
ハ
チ
公
」
を
借
り
た
方
の
か
し
だ
し
券

の
番
号
を
入
力
し
て
み
る
と
、
そ
の
番
号
は
既
に
登
録
を
抹
消

さ
れ
て
い
る
番
号
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
以
前
図
書
館
で
か
し
だ

し
券
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
こ
五
年
以
上
そ
の

券
を
利
用
し
て
資
料
を
借
り
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
っ

た
。
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
を
借
り
た
方
の
場
合
も
同
様
で
既
に
そ

の
方
も
登
録
者
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

最
終
的
に
第
一
回
の
貸
出
日
で
あ
る
一
月
一
二
日
ま
で
に
貸

出
を
希
望
す
る
方
と
当
日
借
り
た
い
と
申
し
出
た
方
は
三
四
名

い
ら
し
た
が
、
そ
の
内
、
日
常
的
に
図
書
館
を
利
用
し
て
い

て
、
か
し
だ
し
券
が
有
効
だ
っ
た
方
は
一
名
し
か
い
な
か
っ

た
。
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一

言

岡

田

健

嗣

漢
字
の
森

昨
年
十
一
月
三
十
日
、
朝
日
新
聞
夕
刊
の
、
「
ニ
ッ
ポ
ン
人

・
脈
・
記
」
の
欄
に
、
「
漢
字
の
森
深
く
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

の
一
つ
と
し
て
、
漢
点
字
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
シ
リ

ー
ズ
は
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
八
日
ま
で
の
十
回
で
、

漢
点
字
は
そ
の
四
回
目
で
あ
っ
た
。

十
二
月
の
半
ば
に
、
取
材
を
し
て
下
さ
っ
た
朝
日
新
聞
の
記

者
・
白
石
明
彦
さ
ん
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
の
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
が
届

い
た
。
早
速
全
文
を
漢
点
字
訳
し
て
い
た
だ
い
て
、
通
読
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

そ
こ
で
驚
い
た
こ
と
が
二
つ
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
は
、
漢
点
字
の
活
動
と
い
う
の
が
、
私
が
思
っ
て

い
た
以
上
に
地
味
な
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
と
て

も
目
立
つ
活
動
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
地
道
に
積
み
重

ね
る
の
が
王
道
だ
と
も
考
え
て
来
た
。
し
か
し
如
何
に
も
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
、
極
め
て
日

常
の
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
気
付
か
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
は
誠
に
恐
れ
入
る
し
か
な
い
こ
と
だ

が
、
漢
点
字
の
創
案
者
の
川
上
泰
一
先
生
や
、
横
浜
国
大
の
村

田
忠
禧
先
生
の
お
名
前
と
私
の
名
が
並
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
っ

た
。朝

日
新
聞
の
白
石
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
週
刊
雑
誌
「
女
性
セ
ブ

ン
」
の
十
数
年
前
の
記
事
に
、
漢
点
字
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
の
を
見
つ
け
て
、
こ
れ
は
珍
し
い
も
の
を
見
た
と
思
わ
れ

て
、
調
べ
始
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
漢
点
字
協

会
を
お
訪
ね
に
な
り
、
会
長
の
川
上
先
生
の
奥
様
か
ら
私
の
ご

紹
介
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
女
性
セ
ブ
ン
」
の
記
事
と
い
う
の
は
、
一
九
九
七
年
に
本

会
で
「
漢
字
源
」
（
藤
堂
明
保
編
、
学
習
研
究
社
）
の
漢
点
字

版
を
完
成
し
て
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
に
納
入
し
た
こ
と
を
朝

日
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
が
取
り
上
げ
て
下
さ
り
、
テ
レ
ビ
司

会
者
の
草
野
仁
さ
ん
が
司
会
を
さ
れ
て
い
た
テ
レ
ビ
東
京
の
番

組
で
、
大
き
く
取
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容

を
草
野
さ
ん
が
エ
セ
イ
を
書
か
れ
て
い
る
「
女
性
セ
ブ
ン
」
に

ご
紹
介
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
草
野
さ
ん
の
お
尋

ね
に
「
思
い
出
に
残
る
言
葉
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
「
慕
情
で
す
。
」
と
答
え
た
の
で
あ

る
。白

石
さ
ん
は
、
な
ぜ
「
慕
情
」
が
心
に
残
っ
た
の
か
と
私
に

問
わ
れ
た
。
私
は
映
画
の
題
名
と
し
て
子
供
の
こ
ろ
に
聞
か
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
何
の
こ
と
か
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
大
変
感
銘
深
い
映
画
の
題
名
だ
と
聞
い
て
い
た
だ
け
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
漢
点
字
を
学
ん
で
、
初
め
て
「
慕
（
し
た

う
）
」
と
「
情
（
な
さ
け
）
」
と
い
う
字
で
で
き
た
熟
語
だ
と
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知
っ
て
、
当
時
（
昭
和
三
十
年
代
）
の
映
画
界
を
支
え
て
い
た

人
た
ち
の
セ
ン
ス
の
豊
か
さ
を
知
っ
た
思
い
が
し
た
、
と
答
え

た
の
で
あ
る
。

私
の
名
が
川
上
先
生
や
村
田
先
生
の
お
名
前
と
並
ん
だ
こ
と

ば
か
り
で
驚
い
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
を
漢
点
字
訳
し
て
い
た
だ
い
て
通
読
し
て
み

る
と
、
何
と
綺
羅
、
星
の
如
き
お
名
前
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の

お
仕
事
も
、
そ
の
拘
り
も
、
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
。

白
川
静
先
生
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
申
し
上
げ
る
こ
と
も
な

い
。
毎
日
の
よ
う
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
『
常
用
字
解
』

（
平
凡
社
）
の
漢
点
字
版
も
完
成
し
た
。
そ
のE
I
B

版
は
、
何

時
で
も
パ
ソ
コ
ン
の
中
で
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
る
。
こ
れ
か

ら
先
も
、
常
に
道
の
先
を
照
ら
し
て
下
さ
る
で
あ
ろ
う
。

梅
棹
忠
夫
先
生
の
ご
主
張
に
は
、
一
理
を
感
じ
な
い
訳
で
は

な
い
。
し
か
し
視
覚
障
害
者
の
中
に
は
身
の
拠
り
所
と
し
て
い

る
人
も
多
い
。
稿
を
改
め
て
考
え
て
見
る
積
も
り
で
あ
る
。

「
障
害
」
を
「
障
碍
」
と
な
ぜ
書
い
て
は
い
け
な
い
の
か
、

白
石
さ
ん
か
ら
質
問
を
受
け
た
と
き
、
私
は
き
ち
ん
と
し
た
答

え
が
で
き
な
か
っ
た
。
「
碍
」
も
「
害
」
も
、
訓
読
は
「
さ
ま

た
げ
る
」
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
「
害
」
で
よ
い
で
は
な
い
か

と
い
う
の
が
、
当
用
漢
字
選
出
に
当
た
る
考
え
方
で
あ
っ
た
ろ

う
。
ま
た
「
障
害
者
」
と
い
う
の
は"

I
m
p
a
i
r
e
d
P
e
r
s
o
n
"

の

訳
語
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
語
に
は
な
い
言
葉
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
含
め
て
、
こ
れ
も
稿
を
改
め
て
考
え
て
見
な

け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
で
あ
る
。

「
万
葉
集
」
の
木
簡
が
出
土
し
た
と
い
う
。
「
万
葉
集
」
は

我
が
国
最
古
の
書
物
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
記
紀
と

異
な
っ
て
そ
の
成
立
時
期
や
事
情
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
。
大
伴
家
持
が
編
集
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
収
録

歌
が
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
初
め
て
発
見
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
驚
き
と
い
う
よ
り
心
が
躍
っ
た
。
ま
す
ま
す
「
万

葉
集
」
が
読
み
た
く
な
っ
た
。
（
現
状
で
は
ま
だ
叶
わ
な
い
こ

と
で
あ
る
。
）

太
田
治
子
さ
ん
、
私
に
と
っ
て
正
に
ス
タ
ー
で
あ
る
。

昨
年
は
太
宰
治
生
誕
一
〇
〇
年
と
か
、
久
々
に
太
宰
の
名
前

を
聞
く
機
会
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
に
、
「
太
宰
検
定
試

験
」
と
か
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
試
験
で
そ
の
人
の
太
宰
度

が
分
か
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
問
題

を
引
い
て
み
よ
う
。

〈
私
に
は
、
ま
た
別
の
専
門
科
目
が
あ
る
の
だ
、
世
人
は
假

り
に
そ
の
科
目
を
（

）
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
〉

こ
れ
は
『
津
軽
』
に
あ
る
一
説
だ
と
い
う
。
こ
の
（

）
に

入
る
漢
字
一
字
を
記
せ
と
い
う
の
が
問
題
で
あ
る
。

幸
い
に
し
て
私
は
「
愛
」
と
い
う
字
を
当
て
る
こ
と
が
で
き

た
。
太
田
さ
ん
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
「
斜
陽
の
子
」
と
し

て
生
き
て
来
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
濃
厚
な
人
生
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
私
も
同
時
代
を
生
き
て
来
た
の
だ
が
、
太
田
さ
ん

と
同
じ
空
気
を
吸
っ
て
い
る
な
ど
と
思
っ
て
も
い
な
い
こ
と
だ

っ
た
。
（
勿
論
そ
ん
な
は
ず
は
な
く
、
ど
こ
か
で
擦
れ
違
っ
て

い
る
可
能
性
が
大
な
の
で
あ
る
が
…
…
。
）

－ １０ －



見
果
て
ぬ
夢
を
（
十
九
）

山

本

優

子

十
六

見
は
て
ぬ
夢
を
（
承
前
）

（
日
本
の
盲
人
界
に
、
こ
ん
な
青
年
が
出
て
き
た
ん
で
す

ね
）増

江
は
、
中
村
の
話
を
聴
き
な
が
ら
、
亡
き
孝
之
進
と
そ
ん

な
こ
と
を
語
り
あ
っ
て
い
る
想
い
に
な
っ
て
い
た
。
増
江
た
ち

と
中
村
と
は
、
こ
れ
か
ら
約
二
ヶ
月
の
航
海
の
無
事
を
祈
り
、

何
度
も
握
手
を
し
て
別
れ
た
。
波
止
場
に
立
っ
て
、
船
を
見
送

り
な
が
ら
、
不
意
に
増
江
は
思
っ
た
。

（
孝
之
進
が
生
き
て
い
た
ら
、
英
国
に
留
学
す
る
の
は
、
彼

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
…
…
）

だ
ん
だ
ん
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
中
村
を
乗
せ
た
船
を
見
つ
め
な

が
ら
、
増
江
は
胸
の
う
ち
に
う
ず
く
も
の
を
押
さ
え
て
い
た
。

そ
れ
か
ら
数
日
後
の
こ
と
だ
。
増
江
が
誰
よ
り
も
頼
み
と
し

て
い
た
千
代
が
突
然
倒
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
日
に
は
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
年
）
五
月

十
八
日
だ
っ
た
。

七
十
七
年
も
生
き
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
と
人
は
言
う
。
だ

が
、
増
江
は
、
が
っ
く
り
力
を
落
と
し
た
。
こ
の
世
で
も
う
誰

と
も
重
荷
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
ん
底
に
突
き

落
と
さ
れ
た
増
江
は
聖
書
の
言
葉
を
想
っ
た
。
力
つ
き
か
け
た

預
言
者
が
神
に
向
か
っ
て
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
箇
所
で
あ
る
。

「
彼
弱
り
て
心
の
中
に
死
ぬ
る
こ
と
を
願
ひ
て
言
ふ
。
生
く

る
こ
と
よ
り
も
死
ぬ
る
か
た
我
に
善
し
…
…
」
（
ヨ
ナ
書
）

す
る
と
、
神
は
、
右
左
も
わ
か
ら
な
い
人
と
家
畜
の
住
む
町

を
滅
ぼ
す
の
を
惜
し
ま
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
語
っ
た
。
訓

盲
院
の
子
ど
も
た
ち
を
見
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
増
江

は
、
ま
だ
自
分
の
役
割
が
終
わ
っ
て
い
な
い
の
を
悟
っ
た
。
神

が
自
分
を
取
ら
れ
る
と
き
ま
で
、
働
こ
う
と
決
心
し
直
す
ほ
か

な
か
っ
た
。

一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）
四
月
。
二
十
四
歳
の
今
関
秀
雄

が
主
任
教
師
と
し
て
、
着
任
し
た
。
今
関
は
、
五
歳
で
失
明
、

東
京
盲
学
校
で
学
び
な
が
ら
、
中
学
夜
間
部
や
私
塾
で
英
語
、

数
学
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
を
身
に
つ
け
、
大
正
二
年
三
月
、
東
京

盲
学
校
師
範
科
第
一
回
生
と
し
て
卒
業
し
た
人
物
だ
っ
た
。

若
々
し
く
誠
実
そ
う
な
青
年
教
師
と
し
て
現
れ
た
今
関
は
、
増

江
と
の
初
対
面
の
挨
拶
の
と
き
、

「
左
近
允
さ
ん
、
今
後
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
頭
を
下
げ
、
し
っ
か
り
と
握
手
を
し
て
き
た
。
女
性
経

営
者
を
ば
か
に
す
る
よ
う
な
態
度
の
男
性
を
見
て
き
た
増
江
は

ほ
っ
と
し
た
。
孝
之
進
と
相
通
ず
る
度
量
の
大
き
さ
と
情
熱
を

感
じ
る
。

そ
の
夕
方
、
院
舎
の
清
掃
を
し
な
が
ら
、
増
江
は
主
で
あ
る

神
に
向
か
っ
て
語
り
か
け
た
。

－ １１ －



（
主
よ
、
こ
ん
ど
お
み
え
に
な
っ
た
今
関
先
生
は
、
若
い
こ

ろ
の
コ
ウ
さ
ん
に
ど
こ
か
似
て
い
ま
せ
ん
？

訓
盲
院
を
建
て

直
す
た
め
に
命
を
か
け
て
く
だ
さ
り
そ
う
な
人
で
す
ね
）

少
し
心
が
弾
ん
で
い
る
。
が
、
ま
た
思
っ
た
。

（
訓
盲
院
は
、
孝
之
進
の
時
代
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
…

…
）し

か
る
べ
き
人
物
に
訓
盲
院
の
明
日
を
任
せ
た
い
と
い
う
想

い
と
、
孝
之
進
と
共
に
築
き
あ
げ
て
き
た
訓
盲
院
を
、
そ
の
苦

労
を
知
ら
な
い
他
人
に
渡
し
た
く
な
い
と
い
う
想
い
と
が
交
錯

し
始
め
た
。

今
関
は
着
任
す
る
と
す
ぐ
に
訓
盲
院
の
実
態
を
詳
細
に
た
ず

ね
、
自
ら
歩
き
回
っ
て
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
増
江
が
予
感
し
て
い
た
と
お
り
、
院
生
と
と
も
に
米
を
も

ら
い
歩
く
こ
と
に
関
し
て
話
を
し
た
い
と
切
り
出
し
た
。
今
関

は
、
は
っ
き
り
語
っ
た
。

「
院
生
の
も
の
も
ら
い
的
行
為
は
、
教
育
上
間
違
っ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
、
自
分
の
進
退
を
か
け
て
こ
れ
を
廃
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」

増
江
は
た
じ
た
じ
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
関
係
者
か
ら
出
さ

れ
て
い
た
提
案
を
は
ね
つ
け
て
き
た
が
、
そ
の
勢
い
を
削
が
れ

て
し
ま
っ
た
。
今
関
の
決
意
を
受
け
入
れ
、
増
江
は
や
け
く
そ

な
思
い
で
、
物
も
ら
い
や
物
売
り
の
よ
う
な
こ
と
を
二
度
と
し

な
い
と
約
束
し
た
。
夜
、
ひ
と
り
悔
し
泣
き
を
し
な
が
ら
、
増

江
は
、
神
に
訴
え
続
け
た
。

（
今
関
さ
ん
を
送
っ
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
さ
れ
た
の
は
、
あ

な
た
で
す
か
ら
、
明
日
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
飢
え
ま
す
け
ど
、

責
任
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
！
）

こ
れ
ま
で
押
さ
え
こ
ん
で
き
た
怒
り
や
自
分
を
憐
れ
に
想
う

感
情
に
支
配
さ
れ
、
声
を
あ
げ
て
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
る
う
ち

に
、
眠
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

翌
朝
、
少
し
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
た
よ
う
に
感
じ
た
増
江

は
、
神
の
助
け
が
す
ぐ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
日
一
日
、
翌
日
も
、
そ
の
次
の
日
も
、
米
俵

は
天
か
ら
降
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

訓
盲
院
で
は
暗
い
部
屋
の
一
隅
で
、
古
ゆ
か
た
一
枚
を
ま
と

っ
た
設
立
者
左
近
允
増
江
が
子
ど
も
た
ち
と
肩
を
寄
せ
合
っ
て

震
え
て
い
る
と
か
、
豆
腐
屋
も
訓
盲
院
の
そ
ば
は
鈴
を
鳴
ら
さ

ず
に
避
け
て
通
る
と
い
っ
た
う
わ
さ
が
た
つ
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ

れ
も
あ
な
が
ち
誇
張
と
は
言
え
な
い
。

教
会
の
人
た
ち
な
ど
が
そ
っ
と
差
し
入
れ
て
く
れ
た
わ
ず
か

な
米
や
野
菜
を
そ
の
日
そ
の
日
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
る
。

増
江
は
や
せ
細
っ
た
身
体
に
鞭
打
つ
よ
う
に
し
て
、
院
舎
を

清
掃
し
、
院
生
の
点
字
教
材
な
ど
を
整
え
、
休
む
間
も
な
く
立

ち
働
い
た
。

今
関
も
も
ち
ろ
ん
極
度
の
貧
窮
生
活
を
送
っ
て
い
た
わ
け
だ

が
、
周
囲
に
悲
壮
感
を
与
え
る
こ
と
な
く
穏
や
か
だ
っ
た
。
熱

意
の
こ
も
っ
た
授
業
を
展
開
し
、
す
ぐ
に
院
生
た
ち
に
慕
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
篤
志
家
の
も
と
を
訪
れ
、
訓

－ １２ －



盲
院
建
て
直
し
の
た
め
に
資
金
繰
り
に
も
力
を
尽
く
し
て
い

た
。
そ
の
落
ち
着
い
た
献
身
的
な
働
き
ぶ
り
を
見
る
に
つ
け
、

増
江
は
ま
す
ま
す
自
分
を
惨
め
に
感
じ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

今
関
は
着
任
す
る
と
す
ぐ
に
訓
盲
院
の
実
態
を
詳
細
に
た
ず

ね
、
自
ら
歩
き
回
っ
て
一
つ
一
つ
確
認
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
、
増
江
が
予
感
し
て
い
た
と
お
り
、
院
生
と
と
も
に
米
を
も

ら
い
歩
く
こ
と
に
関
し
て
話
を
し
た
い
と
切
り
出
し
た
。
今
関

は
、
は
っ
き
り
語
っ
た
。

「
院
生
の
も
の
も
ら
い
的
行
為
は
、
教
育
上
間
違
っ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
、
自
分
の
進
退
を
か
け
て
こ
れ
を
廃
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」

増
江
は
た
じ
た
じ
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
関
係
者
か
ら
出
さ

れ
て
い
た
提
案
を
は
ね
つ
け
て
き
た
が
、
そ
の
勢
い
を
削
が
れ

て
し
ま
っ
た
。
今
関
の
決
意
を
受
け
入
れ
、
増
江
は
や
け
く
そ

な
思
い
で
、
物
も
ら
い
や
物
売
り
の
よ
う
な
こ
と
を
二
度
と
し

な
い
と
約
束
し
た
。
夜
、
ひ
と
り
悔
し
泣
き
を
し
な
が
ら
、
増

江
は
、
神
に
訴
え
続
け
た
。

（
今
関
さ
ん
を
送
っ
て
、
こ
ん
な
ふ
う
に
さ
れ
た
の
は
、
あ

な
た
で
す
か
ら
、
明
日
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
飢
え
ま
す
け
ど
、

責
任
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
！
）

こ
れ
ま
で
押
さ
え
こ
ん
で
き
た
怒
り
や
自
分
を
憐
れ
に
想
う

感
情
に
支
配
さ
れ
、
声
を
あ
げ
て
泣
き
じ
ゃ
く
っ
て
い
る
う
ち

に
、
眠
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
例
会
報
告
と

わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
０
９
年

月
９
日
（
水
）

：

～

49

12

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
は
、
い
よ
い
よ
こ
の

月
か
ら

12

５
年
目
に
入
っ
た
。
ま
る
４
年
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
て
き
た
。
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
沢
山
の
本
を
入
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
少
し
や

や
こ
し
い
も
の
、
歌
、
特
に
今
は
「
漢
文
の
読
み
方
」
は
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
記
号
を
決
め
て
ゆ
く
だ
け
で
も
大
変
な
作
業
で

あ
る
。
そ
し
て
、
今
後
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
分
で
Ｅ
Ｉ
Ｂ

Ｒ
Ｋ
Ｗ
を
使
っ
て
、
漢
点
字
で
読
み
よ
い
よ
う
に
デ
ー
タ
の
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
多
分
そ
こ
ま
で
手
が
け
ら
れ
る
と
、
達
成
感

は
一
塩
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

今
日
は
「
博
物
館
」
を
取
り
上
げ
て
校
正
を
し
な
が
ら
、
具

体
的
に
記
号
や
文
字
の
使
い
方
を
、
岡
田
さ
ん
が
説
明
を
し

た
。

－ １３ －



第

回
例
会
、
２
０
１
０
年
１
月

日
（
水
）

：

～

50

13

13

30

：

、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
第
１
会
議
室

15

30

５
年
目
の
新
し
い
年
を
迎
え
た
。
改
め
て
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
に
よ
る
、
漢
点
字
点
訳
を
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
、
新
た
に
募
集
し
、
前
回
「
東

京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
発
足
に
向
け
て
講
習
会
を
行
な
っ
た
よ

う
に
、
本
会
と
し
て
は
初
め
て
の
講
習
会
を
開
き
た
い
、
春
頃

か
ら
準
備
を
は
じ
め
、
秋
に
は
実
施
し
た
い
。
そ
ん
な
計
画
を

岡
田
さ
ん
が
提
案
し
た
。
現
在
活
動
中
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
是
非
実
行
し
た
い
と
話
し
合
っ
た
。

今
日
は
主
に
「
博
物
館
」
の
入
力
済
の
フ
ァ
イ
ル
を
開
い

て
、
校
正
の
実
際
の
方
法
を
具
体
的
に
行
っ
た
。
数
字
ひ
と
つ

を
採
っ
て
も
、
原
本
が
算
用
数
字
だ
っ
た
り
、
漢
数
字
だ
っ
た

り
し
て
、
た
だ
表
面
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
丁
寧
に
原
本

に
当
た
っ
て
校
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
分
か

っ
た
。＊

予
告

２
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
１
０
年
２
月

日
（
水
）

51
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～

：

、
７
階
第
一
会
議
室

13

30
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30

第

回
学
習
会
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１
０
年
２
月

日
（
第
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）
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：

～

：

ヒ
ュ
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ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室
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３
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
１
０
年
３
月

日
（
水
）
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：

～

：

７
階
会
議
室

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
１
０
年
３
月

日
（
第
３
土
曜
日
）
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20

：

～

：

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

18

30

20

30

４
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
１
０
年
４
月
７
日
（
水
）

53

：

～

：

、
７
階
会
議
室

13

30

15

30

第

回
学
習
会

２
０
１
０
年
４
月

日
（
第
３
土
曜
日
）

37
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：

～

：

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

18

30

20
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わ
た
く
し
ご
と

お
花
を
嫌
い
な
人
は
少
な
い
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
こ
の
花

の
花
粉
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
、
か
ぶ
れ
る
。
あ
る
種
の
お

花
は
む
し
ろ
悲
し
み
や
辛
さ
を
思
い
出
さ
せ
る
た
め
、
素
直
に

愛
で
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
花
を
見
て
「
い
や
だ
」
と
拒
否
す
る
人

は
少
な
い
と
思
う
。

お
花
を
好
き
な
人
は
多
い
の
で
、
ど
こ
で
も
お
花
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
家
庭
内
で
は
玄
関
、
居
間
、
食
卓
、
寝
室
、
ト

イ
レ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
相
応
し
い
花
器
を
使
っ
て
の
生
け
花
、

窓
辺
に
置
い
た
小
さ
な
鉢
。
庭
に
植
え
た
花
や
、
い
つ
の
間
に

か
咲
き
始
め
た
花
木
。
ど
こ
に
で
も
あ
る
公
園
の
花
壇
。
ま

た
、
い
つ
誰
が
落
と
し
た
種
か
、
風
が
運
ん
だ
の
か
、
鳥
や
虫

が
運
ん
だ
も
の
か
、
石
畳
や
土
塀
の
割
れ
目
か
ら
芽
吹
い
た
小
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さ
な
花
。
山
野
に
咲
い
て
い
る
も
の
。
そ
し
て
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
形
を
整
え
、
彩
り
も
見
事
に
選
り
す
ぐ
っ
た
花
籠
。

豪
華
絢
爛
た
る
祝
宴
の
花
、
花
嫁
さ
ん
が
持
つ
ブ
ー
ケ
。

一
方
、
亡
き
人
を
偲
ん
で
手
向
け
る
特
別
な
花
。

花
の
種
類
も
様
々
。
日
本
古
来
の
梅
、
桜
、
山
野
に
咲
い
て

い
た
露
草
、
ひ
と
り
し
ず
か
や
ほ
と
と
ぎ
す
、
つ
り
が
ね
草
、

シ
ャ
ガ
、
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
。
洋
花
の
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
、
ア
ス

ト
ロ
メ
リ
ア
。
薫
り
高
い
百
合
や
蘭
の
数
々
、
大
輪
の
シ
ャ
ク

ヤ
ク
や
ボ
タ
ン
、
ア
マ
リ
リ
ス
。
専
門
家
が
手
入
れ
を
怠
ら
ぬ

庭
園
の
見
事
な
バ
ラ
た
ち
。

ど
れ
も
こ
れ
も
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
に
合
わ
せ
、
日
常
の

心
持
ち
に
合
わ
せ
て
楽
し
ん
で
い
る
と
お
も
う
。

わ
た
し
の
花
の
楽
し
み
方
は
、
少
し
ば
か
り
の
鉢
物
を
置

き
、
多
く
は
切
り
花
を
買
い
求
め
て
、
そ
の
花
の
つ
ぼ
み
、
開

花
と
、
そ
の
盛
り
か
ら
衰
え
、
枯
れ
て
ゆ
く
ま
で
を
見
守
っ
て

い
た
が
、
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
は
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

と
く
に
、
枯
れ
果
て
た
と
思
っ
た
花
を
捨
て
よ
う
と
す
る
と

き
、
枝
を
折
っ
た
瞬
間
、
ふ
っ
と
、
そ
の
花
の
香
り
が
匂
い
立

つ
。
こ
れ
は
た
ま
ら
な
く
切
な
い
。
ま
だ
生
き
て
い
る
花
を
死

な
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
傷
み
が
胸
を
刺
す
。
切
り
花
と
の
お

別
れ
の
一
番
い
や
な
と
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
小
さ
な
花
た
ち
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
友
人

が
で
き
、
彼
女
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
種
を
蒔
き
、

苗
や
球
根
を
鉢
に
植
え
て
育
て
る
楽
し
み
を
教
え
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
土
づ
く
り
、
新
聞
紙
を
一
杯
に
広
げ
て
、
そ
こ
へ
腐
葉

土
と
赤
玉
土
の
小
粒
と
を
混
ぜ
る
。
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
鉢
に

入
れ
る
の
だ
が
、
水
は
け
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
鉢
の
底
に
ネ

ッ
ト
を
敷
き
、
鉢
底
石
を
敷
き
詰
め
る
。
そ
の
上
に
混
ぜ
合
わ

せ
た
土
を
、
鉢
の
三
分
の
一
程
度
入
れ
て
、
苗
を
置
く
。
そ
し

て
ま
た
土
を
か
ぶ
せ
る
。
更
に
こ
こ
で
わ
た
し
は
、
後
で
何
を

入
れ
た
鉢
か
分
か
ら
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
鉢
の
外
側
に
点

字
ラ
ベ
ル
を
貼
る
。

簡
単
に
言
え
ば
そ
ん
な
こ
と
で
、
誰
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
わ
た
し
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て

し
ま
う
。

今
、
我
が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
並
べ
ら
れ
た
鉢
は
、
花
盛
り
の

ビ
オ
ラ
、
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
沈
丁
花
、
二
種
類
の
水
仙
。
ス
ノ
ー

ド
ロ
ッ
プ
と
ハ
ナ
ニ
ラ
と
真
弓
は
出
番
待
ち
。
花
の
盛
り
を
終

え
た
サ
フ
ラ
ン
と
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
。
金
の
成
る
木
は
、
今
花
芽
が

一
杯
着
い
て
い
る
。
（
こ
の
金
の
成
る
木
と
い
う
名
前
は
好
き

で
は
な
い
が
、
「
ク
ラ
ッ
ス
ラ
Ｌ
」
と
学
名
で
は
ピ
ン
と
こ
な

い
し
気
恥
ず
か
し
い
）
。

新
し
く
育
て
始
め
た
花
々
は
、
香
り
が
よ
い
と
い
う
理
由
で

黄
色
を
選
ん
で
い
る
。

部
屋
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
集
め
た
も
の
や
い
た
だ
い
た

も
の
な
ど
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
パ
イ
ン
、
ク
ミ
ラ
、
マ
ユ
ハ

ケ
。
葉
っ
ぱ
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
胡
蝶
蘭
。
プ
レ
ク
ト
ラ
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ン
サ
ス
と
い
う
ハ
ー
ブ
。
こ
の
夏
目
覚
め
て
く
れ
る
か
心
配
な

深
山
沙
三
（
み
や
ま
さ
じ
ん
）
。
そ
し
て
大
き
な
鉢
の
ト
ラ
ノ

オ
な
ど
で
あ
る
。

ど
れ
も
こ
れ
も
水
や
り
加
減
が
難
し
い
。
花
殻
を
丁
寧
に
採

っ
て
、
新
し
い
花
を
咲
か
せ
る
余
地
を
作
っ
て
や
る
の
も
結
構

難
し
い
。

と
き
に
は
、
我
が
家
へ
来
て
く
だ
さ
る
友
人
た
ち
が
、
一
通

り
わ
た
し
の
「
楽
し
み
」
を
見
回
っ
て
か
ら
、
「
お
水
や
ら
な

い
と
か
わ
い
そ
う
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
土
や
鉢
や

肥
料
を
一
緒
に
買
い
に
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
土
は
重
い
か

ら
、
と
言
っ
て
一
度
わ
た
し
を
家
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
か

ら
、
自
転
車
で
荷
物
を
運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
。

わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
あ
る
花
た
ち
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
、
わ

た
し
ひ
と
り
で
育
て
て
い
る
の
で
は
な
い
。

毎
日
お
花
た
ち
と
話
し
を
す
る
。
ま
ず
朝
起
き
る
と
、
お
は

よ
う
、
と
言
う
。
今
日
は
ど
の
花
が
ど
れ
だ
け
咲
い
て
く
れ
た

か
、
「
お
水
欲
し
い
？
」
、
「
い
つ
頃
咲
い
て
く
れ
る
？
」
、

「
お
日
様
が
一
杯
で
気
持
ち
い
い
ね
」
、
「
昨
日
は
こ
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
の
」
、
「
今
日
は
ど
こ
そ
こ
へ
行
っ
て
く
る
か
ら

ね
」
な
ど
と
、
彼
女
ら
と
話
を
し
な
が
ら
香
り
を
楽
し
み
、
葉

っ
ぱ
が
元
気
か
、
一
通
り
触
っ
て
み
る
。
こ
の
よ
う
な
話
し
か

け
は
切
り
花
と
も
し
て
い
た
が
、
花
好
き
の
人
な
ら
当
た
り
前

の
こ
と
だ
。

新
し
く
、
そ
れ
も
第
一
輪
が
開
い
た
の
を
見
つ
け
る
の
は
、

発
芽
を
見
つ
け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
た
ま
ら
な
く
う
れ
し
い
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
匂
い
水
仙
の
第
一
輪
が
開
い
た
の
を
見

つ
け
た
と
き
、
「
あ
！
さ
い
た
」
と
思
わ
ず
声
に
出
し
た
も
の

の
、
自
分
で
も
不
思
議
な
く
ら
い
、
い
つ
も
の
よ
う
な
飛
び
上

が
る
よ
う
な
喜
び
が
わ
き
上
が
ら
な
か
っ
た
。
う
れ
し
か
っ
た

の
は
確
か
な
の
に
！
な
ぜ
？
な
ぜ
い
つ
も
の
よ
う
に
喜
べ
な
い

の
？
自
分
で
も
驚
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
そ
の
と
き
、
わ
た
し
の
心

は
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
い
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
香
り
を
胸
一
杯
に
吸

い
込
ん
で
い
る
う
ち
に
、
徐
々
に
喜
び
が
増
し
て
き
た
。
お
花

た
ち
に
、
喪
失
の
悲
し
み
を
慰
め
ら
れ
て
い
た
あ
の
日
々
の
よ

う
に
！

今
は
、
春
、
夏
に
向
け
て
の
「
お
花
一
杯
」
計
画
を
立
て
る

こ
と
と
、
羊
の
耳
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
葉
っ
ぱ
が
出
る
と
い
う

ラ
ム
ズ
イ
ヤ
ー
の
苗
を
植
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
そ

れ
に
、
球
根
た
ち
は
お
花
の
種
類
に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
、
お

花
が
終
わ
っ
た
後
の
手
入
れ
の
仕
方
が
違
う
と
い
う
の
で
、
こ

の
お
世
話
も
忙
し
く
な
り
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
去
年
は
ス
タ
ー
チ
ス
と
ミ
ス
テ
ィ
ー

ブ
ル
ー
を
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
玄
関
に
置
い
て
い
た
が
、

古
く
な
っ
た
の
で
、
今
年
は
新
し
く
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
な
る

花
材
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
す
っ
き
り
し
た
も
の
と
取
り
替

え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。２

０
１
０
年
１
月

日

土
曜
日

30
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（
７
）
「
左

」

比
と
２
・
３
の
点
。
工
の
部
分
は
物

を
作
る
際
の
道
具
を
意
味
す
る

＊
「
大
」
と
「
小
」

（
８
）
「
大

」

比
と
ケ
（
１
・
２
・
４
・
６
）
の
点

で
表
わ
す
。

（
９
）
「
小

」

比
と
ソ
（
２
・
４
・
５
・
６
）
の
点

で
表
わ
す
。

＊
「
出
」
と
［
入
」

（

）
「
出

」

比
と
ヘ
（
１
・
２
・
３
・
４
・
６
）

10

の
点
で
表
わ
す
。

（

）
「
入

」

比
と
ナ
（
人
：
１
・
３
）
の
点
で
表

11

わ
す
。

（
３
）
今
回
の
学
習

「
大
」
４
・
５
と
ケ
（
１
・
２
・
４
・
６
の
点
）
の
近
似
文

字
（
１
）
「
天

」

ア
（
１
）
と
ケ
（
１
・
２
・
４
・

６
）
の
点
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
テ
ン
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み

に
〝
そ
ら
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
天
晴
れ
（
あ
っ
ぱ
‐
れ
）
〟

〝
天
邪
鬼
（
あ
ま
の
じ
ゃ
く
）
〟
〝
天
体
〟
〝
天
井
〟
〝
韋
駄

天
（
い
だ
て
ん
）
〟
〝
天
麩
羅
〟
地
名
に
〝
天
城
〟
〝
天
草
〟

〝
天
橋
立
（
あ
ま
の
は
し
だ
て
）
〟
〝
小
天
（
お
あ
ま
：
熊
本

県
内
の
温
泉
）
〟
他
の
読
み
に
〝
天
牛
（
か
み
き
り
む
し
）
〟

〝
天
社
蛾
（
し
ゃ
ち
ほ
こ
が
）
〟
〝
天
蛾
（
す
ず
め
が
）
〟
〝
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東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
８
回
（
第

回
）
報
告

21

32

１

日
時

平
成

年

月

日

(

土)
21

11

21

時

分
～

時

分

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
三
回
（
全
十
回
）
」
点
字
編
、
墨
字
編

レ
ー
ズ
ラ
イ
タ
ー
：
妻
、
高
、
低
、
優
、
良
、
可
、

東
、
西
、
南
、
北

５

学
習
会
内
容

（
１
）
連
絡
事
項
（
省
略
）

（
２
）
前
回
の
復
習

基
本
文
字
（
３
）
比
較
文
字

漢
点
字
は
、
１
マ
ス
で
表
わ
す

文
字
を
基
本
と
し
、
こ
れ

57

を
パ
ー
ツ
（
偏
又
は
旁
）
と
し
て
２
～
３
マ
ス
で
文
字
を
構
成

し
て
い
る
。
「
比
較
文
字
」
は
、
１
マ
ス
目
に
比
を
表
わ
す
４

・
５
の
点
を
用
い
、
２
マ
ス
目
に
パ
ー
ツ
部
分
で
文
字
そ
の
も

の
を
表
わ
し
て
い
る
。

＊
「
右
」
と
「
左
」

（
６
）
「
右

」

比
と
５
・
６
の
点
。
口
の
部
分
は
サ

イ
を
意
味
す
る
。



天
糸
瓜
（
へ
ち
ま
）
〟
〝
紅
天
蛾
（
べ
に
す
ず
め
）
〟
〝
信
天

翁
（
あ
ほ
う
ど
り
）
〟
〝
天
鵞
絨
（
ビ
ロ
ー
ド
）
〟
な
ど
。

（
２
）
「
太

」

２
の
点
と
ケ
で
表
わ
す
。
音
読
み
の

タ
イ
は
漢
・
呉
音
、
タ
・
ダ
は
慣
用
音
。
音
読
み
に
〝
は
な
は

だ
‐
し
い
、
お
お
、
も
と
〟
名
前
に
ふ
と
し
。
元
は
「
泰
」
の

字
で
、
上
の
三
を
一
に
、
人
、
し
た
み
ず
を
丶
（
点
）
と
簡
略

し
た
。
熟
語
に
〝
太
刀
〟
〝
丸
太
〟
〝
太
子
〟
〝
明
太
（
め
ん

た
い
）
〟
〝
心
太
（
と
こ
ろ
て
ん
）
〟
地
名
に
〝
樺
太
〟
〝
太

宰
府
〟
〝
太
秦
（
う
ず
ま
さ
）
〟
〝
伊
太
利
（
イ
タ
リ
ヤ
）
〟

〝
濠
太
剌
利
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
）
〟
〝
墺
太
利
（
オ
ー
ス
ト

リ
ア
）
〟
〝
太
平
洋
〟
な
ど
。

（
３
）
「
夫

」

３
の
点
と
ケ
で
表
わ
す
。
音
読
み
の

タ
イ
は
漢
音
、
フ
ウ
は
慣
用
音
、
ブ
は
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
そ

れ
〟
、
名
前
に
〝
お
〟
。
熟
語
に
〝
太
夫
（
た
ゆ
う
）
〟
〝
丈

夫
〟
〝
凡
夫
〟
〝
思
い
夫
（
お
も
‐
い
づ
ま
）
〟
〝
夫
夫
（
そ

れ
ぞ
れ
）
〟
〝
万
夫
（
ば
ん
ぷ
）
〟
〝
水
夫
（
す
い
ふ
、
か

こ
）
〟
〝
夫
唱
婦
随
〟
〝
信
夫
（
し
の
ぶ
）
〟
他
の
読
み
に
〝

泪
夫
藍
（
サ
フ
ラ
ン
）
〟
な
ど
。

「
出

」
４
・
５
の
点
と
ヘ
（
１
・
２
・
３
・
４
・
６
の

点
）
の
近
似
文
字

（
４
）
「
片

」

ヘ
（
１
・
２
・
３
・
５
・
６
の
点
）

と
５
の
点
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
ヘ
ン
は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に

〝
欠
片
（
か
け
ら
）
〟
〝
か
た
〟
が
つ
く
も
の
に
〝
片
思
い
〟

〝
片
時
〟
〝
片
手
間
〟
〝
片
付
け
〟
〝
片
仮
名
〟
〝
ヘ
ン
〟
に

は
〝
木
片
〟
〝
断
片
〟
〝
砕
片
〟
、
〝
ひ
ら
〟
で
は
〝
一
片

（
ひ
と
ひ
ら
）
〟
〝
四
片
（
よ
ひ
ら
：
花
弁
が
４
片
あ
る
こ

と
）
〟
な
ど
。

基
本
文
字
（
３
）

対
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
を
な
す
比
較
文
字
（
２
）

＊
「
高
い
」
と
「
低
い
」

（

）
「
高

」

比
と
エ
（
１
・
２
・
４
の
点
）
で
表

12

わ
す
。
音
読
み
の
コ
ウ
は
漢
・
呉
音
。
え
ん
が
ま
え
の
中
に
あ

る
口
は
サ
イ
を
意
味
す
る
。
熟
語
に
〝
高
飛
車
（
た
か
び
し

ゃ
）
〟
〝
居
丈
高
（
い
た
け
だ
が
）
〟
〝
気
高
い
〟
〝
高
貴
〟

〝
崇
高
〟
〝
高
級
〟
〝
最
高
〟
〝
高
原
〟
〝
高
所
〟
〝
高
粱

（
こ
う
り
ゃ
ん
）
〟
〝
高
天
原
（
た
か
ま
が
は
ら
）
〟
地
名
に

〝
高
知
〟
〝
高
野
山
〟
な
ど
。

（

）
「
低

」

比
と
ン
（
３
・
５
・
６
の
点
）
で
表

13

わ
す
。
音
読
み
の
テ
イ
は
漢
音
。
熟
語
に
〝
低
落
〟
〝
最
低
〟

〝
低
音
〟
〝
低
温
〟
〝
低
姿
勢
〟
〝
平
身
低
頭
〟
な
ど
。

＊
「
優
・
良
・
可
」

（

）

「
優

」

比
と
ユ
（
３
・
４
・
６
の
点
）
で

14

表
わ
す
。
音
読
み
の
ユ
ウ
は
漢
音
、
ウ
は
呉
音
。
訓
読
み
に
〝

ま
さ
る
〟
名
前
に
〝
ゆ
た
か
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
俳
優
（
は

い
ゆ
う
、
わ
ざ
お
ぎ
）
〟
〝
男
優
〟
〝
女
優
〟
〝
声
優
〟
〝
優

越
〟
〝
優
雅
〟
〝
優
遇
〟
〝
優
先
〟
〝
優
柔
不
断
〟
〝
優
男

（
や
さ
お
と
こ
）
〟
〝
優
曇
華
（
う
ど
ん
げ
：
芭
蕉
の
花
の
異

－ １８ －



称
。
三
千
年
に
一
度
花
開
く
）
〟
な
ど
。

（

）
「
良

」

比
と
ヤ
（
３
・
４
の
点
）
で
表
わ

15

す
。
音
読
み
の
リ
ョ
ウ
は
漢
音
、
ロ
ウ
は
呉
音
。
訓
読
み
に
名

前
と
し
て
〝
な
が
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
は
〝
善
良
〟
〝
改
良
〟

〝
不
良
〟
〝
良
妻
賢
母
〟
〝
公
序
良
俗
〟
〝
野
良
（
の
ら
）

〟
、
地
名
に
〝
奈
良
〟
〝
長
良
川
〟
〝
沖
永
良
部
島
（
お
き
の

え
ら
ぶ
じ
ま
：
奄
美
諸
島
の
一
つ
）
〟
〝
富
良
野
〟
な
ど
。

（

）
「
可

」

比
と
カ
（
１
・
６
の
点
）
で
表
わ

16

す
。
音
読
み
の
カ
は
漢
・
呉
音
。
音
読
み
に
〝
よ
い
、
よ
し
〟

が
あ
る
。
常
用
字
解
は
外
の
部
分
は
大
き
な
木
の
枝
を
意
味
し

中
の
口
は
サ
イ
で
、
サ
イ
を
叩
き
、
神
を
驚
か
す
と
い
う
意
味

が
あ
る
と
い
う
。
音
読
み
の
カ
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に
〝
よ

い
〟
名
前
に
〝
よ
し
〟
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
可
能
〟
〝
可
燃
〟

〝
不
可
能
〟
〝
許
可
〟
〝
認
可
〟
〝
不
可
解
〟
〝
不
可
欠
〟
〝

不
可
抗
力
〟
〝
生
半
可
〟
〝
可
及
的
〟
〝
可
笑
し
い
（
お
か
‐

し
い
）
〟
〝
可
惜
（
あ
た
ら
）
〟
な
ど
。

平
成

年
度

第
９
回
（
第

回
）
報
告

21

33

１

日
時

平
成

年

月

日(

土)

時

分
～

時

分

21

12

19

17

20

18

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

使
用
教
材

「
漢
点
字
講
習
用
テ
キ
ス
ト

初
級
編

第
三
回
（
全
十
回
）
点
字
編
、
墨
字
編

５

学
習
会
内
容

（
１
）
連
絡
事
項
（
省
略
）

（
２
）
学
習
会

基
本
文
字
（
３
）

対
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
を
な
す
比
較
文
字
（
２
）

＊

「
東
・
西
・
南
・
北
」

（

）
「
東

」

比
（
５
・
６
の
点
）
と
ヒ
（
１
・
２

17

・
３
・
６
の
点
）
で
表
わ
す
。
日
と
木
を
重
ね
た
よ
う
な
形
。

円
筒
形
の
袋
の
上
下
を
し
ば
っ
て
、
中
に
物
を
入
れ
た
形
を
し

た
文
字
と
い
わ
れ
る
。
音
読
み
の
ト
ウ
は
漢
・
呉
音
。
訓
に
〝

は
る
〟
が
あ
る
。
白
川
先
生
の
節
で
は
元
々
は
〝
ひ
が
し
〟
の

意
味
は
無
い
。
古
く
は
〝
坂
東
（
ば
ん
ど
う
：
足
柄
・
碓
氷

（
う
す
い
）
以
東
の
諸
国
〟
と
し
て
称
さ
れ
た
。
東
を
パ
ー
ツ

で
使
う
文
字
に
「
棟
」
「
諌
」
な
ど
が
あ
る
が
、
類
似
し
た

「
楝
（
レ
ン
）
」
「
諫
（
カ
ン
）
」
な
ど
が
あ
る
。
熟
語
に
〝

馬
耳
東
風
（
ば
じ
と
う
ふ
う
）
〟
、
他
の
読
み
に
〝
東
風
（
こ

ち
、
あ
ゆ
）
〟
〝
東
雲
（
し
の
の
め
）
〟
〝
東
海
林
（
し
ょ
う

じ
：
人
名
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

（

）
「
西

」

比
と
ニ
（
１
・
２
・
３
）
で
表
わ

18

す
。
音
読
み
の
テ
イ
は
漢
音
、
サ
イ
は
呉
音
。

熟
語
に
〝
東

奔
西
走
〟
物
語
に
〝
西
遊
記
〟
地
名
に
〝
西
表
（
い
り
お
も

て
）
〟
〝
葛
西
〟
外
国
名
に
〝
西
貢
（
サ
イ
ゴ
ン
）
〟
〝
西
比

利
亜
（
シ
ベ
リ
ア
）
〟
〝
瑞
西
（
ス
イ
ス
）
〟
〝
西
班
牙
（
ス

ペ
イ
ン
）
〟
〝
西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）
〟
〝
新
西
蘭
（
ニ
ュ
ー
ジ

－ １９ －



ー
ラ
ン
ド
）
〟
〝
伯
剌
西
爾
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
〟
〝
仏
蘭
西
（
フ

ラ
ン
ス
）
〟
〝
墨
西
哥
（
メ
キ
シ
コ
）
〟
〝
露
西
亜
（
ロ
シ

ア
）
〟
他
の
読
み
に
〝
西
瓜
（
す
い
か
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

（

）
「
南

」

比
と
ミ
（
１
・
２
・
３
・
４
・
６
の

19

点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
ナ
ン
は
漢
・
呉
音
。

文
字
は
南

の
地
方
の
住
人
が
使
っ
た
楽
器
に
由
来
し
て
い
る
と
い
う
説
が

あ
る
。
熟
語
に
〝
南
無
（
な
む
）
〟
〝
指
南
〟
他
の
読
み
に
〝

南
風
（
な
ん
ぷ
う
、
は
え
）
〟
〝
南
瓜
（
か
ぼ
ち
ゃ
）
〟
〝
石

南
（
楠
）
花
（
し
ゃ
く
な
げ
）
〟
〝
南
燭
（
し
ゃ
し
ゃ
ん
ぼ
：

ツ
ツ
ジ
科
の
常
緑
樹
。
高
さ
１
～
３
メ
ー
ト
ル
。
６
月
頃
白
い

花
を
つ
け
晩
秋
、
紫
黒
色
に
熟
し
、
液
果
は
甘
酸
っ
ぱ
く
美

味
。
）
〟
国
名
に
〝
越
南
（
ベ
ト
ナ
ム
）
〟
が
あ
る
。

（

）
「
北

」

比
と
キ
（
１
・
２
・
６
の
点
）
で
表

20

わ
す
。
音
読
み
の
ホ
ク
は
漢
・
呉
音
。
訓
読
み
に

〝
に
げ
‐

る
〟
の
意
味
が
あ
る
。
熟
語
に
〝
硯
北
（
け
ん
ぽ
く
：
宛
名
の

脇
に
添
え
書
き
す
る
敬
語
の
一
つ
）
〟
地
名
に
〝
北
海
道
〟
〝

台
北
（
タ
イ
ペ
イ
）
〟
名
前
に
〝
北
条
（
ほ
じ
ょ
う
）
〟
な
ど

が
あ
る
。

コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク

東
西
南
北
を
含
む
文
字
。

・
東
風
（
ひ
が
し
か
ぜ
、
こ
ち
）
、
西
風
（
に
し
か
ぜ
、
せ

い
ふ
う
）
、
南
風
（
み
な
み
か
ぜ
、
な
ん
ぷ
う
）
、
北
風
（
き

た
か
ぜ
）

・
東
京
、
西
京
（
さ
い
き
ょ
う
：
京
都
）
、
南
京
（
な
ん
き

ょ
う
：
平
城
京
＝
奈
良
、
ナ
ン
キ
ン
：
中
国
の
都
市
）
、
北
京

（
ほ
っ
き
ょ
う
：
平
安
京
＝
京
都
、
ペ
キ
ン
：
中
国
の
首
都
）

・
東
海
道
（
江
戸
日
本
橋
か
ら
西
方
沿
岸
の
諸
国
を
経
て
京
都

に
至
る
街
道
）
、
西
街
道
（
さ
い
か
い
ど
う
：
九
州
地
方
）
、

南
街
道
（
畿
内
・
山
陽
道
の
南
方
）
、
北
陸
道
（
福
井
県
の
若

狭
か
ら
日
本
海
側
の
能
登
を
経
て
冨
山
、
新
潟
、
佐
渡
に
至
る

街
道
）

・
棟
（
ト
ウ
、
む
ね
）
、
栖
（
セ
イ
、
す
‐
む
）
、
楠
（
ナ

ン
、
く
す
の
き
）
。
［
北

ナ
し
］

＊
「
鶴
」
と
「
亀
」

（

）
「
鶴

」

比
と
セ
（
１
・
２
・
４
・
５
・
６
の

21

点
）
で
表
わ
す
。
音
読
み
の
カ
ク
は
漢
・
呉
音
。

左
側
は
ウ

冠
に
ふ
る
ど
り
、
右
側
は
鳥
と
左
右
に
ト
リ
が
入
っ
て
い
る
。

熟
語
に
〝
凍
て
鶴
（
い
て
づ
る
）
〟
〝
折
鶴
〟
〝
雲
鶴
（
う
ん

か
く
：
雲
と
鶴
を
配
合
し
た
文
様
）
〟
〝
鶴
首
（
か
く
し
ゅ
：

待
ち
わ
び
る
こ
と
）
〟
〝
鶴
寿
（
か
く
じ
ゅ
：
長
命
）
〟
〝
鶴

禁
（
か
っ
き
ん
：
東
宮
御
所
）
〟
〝
千
羽
鶴
〟
〝
夕
鶴
（
木
下

順
二
作
、
戯
曲
）
〟
地
名
に
〝
真
鶴
〟
〝
舞
鶴
〟
な
ど
が
あ

る
。（

）
「
亀

」

比
と
メ
（
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・

22

６
の
点
）
で
表
わ
す
。
亀
の
形
か
ら
き
た
文
字
。
音
読
み
の
キ

は
漢
・
呉
音
。
熟
語
に
〝
亀
舞
（
か
め
ま
い
：
腹
這
い
で
踊

る
）
〟
地
名
に
〝
亀
岡
〟
〝
亀
戸
〟
名
前
に
〝
亀
井
〟
〝
亀
山

〟
な
ど
が
あ
る
。

－ ２０ －



（
陶
淵
明
『
桃
花
源
記
』
よ
り
）

と
う
え
ん
め
い

晋
の
時
代
の
こ
と
、
武
陵
（
湖
南
省
）
に
住
む

し
ん

ぶ
り
ょ
う

漁
師
が
谷
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
、
両
岸
に

桃
の
花
の
林
が
続
く
と
こ
ろ
へ
迷
い
込
ん
だ
。
桃

の
花
ば
か
り
で
ほ
か
の
木
は
な
い
。
不
思
議
に
思

い
な
が
ら
さ
ら
に
進
む
と
水
源
に
た
ど
り
つ
き
、

そ
こ
は
山
で
い
き
ど
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。

 

漢

文

の

ペ

ー

ジ

漢

文

の

ペ

ー

ジ

桃
源
郷

(

一)
と

う

げ

ん

き

ょ

う

ニ

リ

ト

シ
テ

山

有
二

小

口
一

、
髣

髴

シ

ル

ガ

チ

テ

テ

ヲ

リ

若
レ

有
レ

光
。
便

捨
レ

船

従
レ

ル

メ
ハ

メ
テ

ク

カ
ニ

ズ
ル
ノ
ミ

口

入
。
初

極

狭
、
纔

通
レ

ヲ

ク
コ
ト

人
。
復

行

数

十

歩
、
豁

ト
シ
テ

ナ
リ

ハ

ニ

然

開

朗

。

土

地

平

曠

、

ハ

タ
リ

リ

屋

舎

儼

然

。

有
二

良

田

・

美

池
・
桑

竹

之

属
一

。
阡

ハ
リ

ジ

コ
ユ

陌

交

通

、

鶏

犬

相

聞

。

ノ

ニ

シ

ス
ル

其

中

往

来

種

作

男

ノ

ハ

ク

シ

ノ

女

衣

着
、
悉

如
二

外

人
一

。

ビ
ニ

ト
シ
テ

黄

髪

垂

髫
、
並

怡

然

ラ

シ
ム

自

楽
。

山
に
小
口
有
り
、
髣
髴
と
し
て
光
有
る

ほ

う

ふ

つ

が
ご
と
し
。
便
ち
船
を
捨
て
て
口
よ
り
入

す
な
わ

る
。
初
め
は
極
め
て
狭
く
、
纔
か
に
人
を

わ

ず

通
ず
る
の
み
。
復
行
く
こ
と
数
十
歩
、

ま

た

豁
然
と
し
て
開
朗
な
り
。
土
地
は
平
曠

か

つ

ぜ

ん

へ

い

こ

う

に
、
屋
舎
は
儼
然
た
り
。
良
田
・
美
池
・

げ

ん

ぜ

ん

び

ち

桑
竹
の
属
有
り
。
阡
陌
交
わ
り
通
じ
、
鶏

そ

う

ち

く

せ

ん

ぱ

く

犬
相
聞
こ
ゆ
。
其
の
中
に
往
来
し
種
作
す

る
男
女
の
衣
着
は
、

悉

く
外
人
の
ご
と

い

ち

ゃ

く

こ
と
ご
と

し
。
黄
髪
垂
髫
、
並
び
に
怡
然
と
し
て
自

す
い
ち
ょ
う

い

ぜ

ん

ら
楽
し
む
。

－ ２１ －



－ ２２ －

桃 源 郷

山 ニ 有 リ 小 口、 髣 髴 トシテ

若 シ 有 ル ガ 光 。 便 チ 捨 テテ

船 ヲ 従 リ 口入 ル 。 初 メハ 極 メ

テ 狭 ク 、 纔 カニ 通 ズルノミ 人 ヲ 。

復 行 クコト 数十歩 、 豁 然 トシテ 開 朗 ナリ 。

土地 ハ 平 曠 ニ 、 屋 舎 ハ 儼 然 タ

リ 。 有 リ 良 田・ 美 池 ・ 桑 竹之 属 。

阡 陌 交 ハリ 通 ジ 、 鶏 犬相 聞 コユ 。

其 ノ 中 ニ 往 来 シ 種 作 スル 男 女 ノ

衣 着 ハ 、 悉 ク 如 シ 外 人 ノ 。

黄 髪 垂 髫 、 並 ビニ 怡 然 トシテ 自

ラ 楽 シム 。

せんぱく

阡陌＝道。
外人のごとし＝外部の人間と同じで、

特に変わったところはない。
こうはつすいちょう

黄髪垂髫 ＝ 髪の色が薄くなった老人や、垂れ髪の子供。

参照図書：奥平 卓『漢文の読みかた』（岩波ジュニア新書）



(横－１） － ２３ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第十八回

７．漢数字および第一基本文字を部首とした文字 （７）

この回が、初級編の「漢数字および第一基本文字を部首とした文字」

の最後です。

（１１５） 道 ドウ トウ みち

「首 」に「しんにょう」を加えた形の文字です。「しんにょう」は、

ものの動く様子を表す部首で、ここでは、人々が行くみちを意味します。

〝みち〟は、実際に人が行き交いをするところでもあり、そこから人の

行いの基準、道徳の意味が生じました。また、宗教、芸術、武芸、芸能

などの流れを指す語としても用いられます。漢点字では、「 （しんにょ

う）」と「 （首）」で表されます。

「道路」「道徳」「道教」「街道」「北海道」「神道」「柔道」「剣道」「茶

道」「華道」「道草」「獣道」

（１１６） 貧 ヒン ビン まず‐しい

「分 」の下に「貝 」を置いた形の文字です。「貝 」は、財産や貨

幣を表していて、「分 」はそれを分けて費やす様子を表しています。〝

まずしい〟と読んで、金銭や家財の乏しい人を指します。また、才能や

学問の乏しい様子をも表します。さらに、ものの少なくなった状態の意

味にも用いられます。漢点字では、「 （分）」と「 （貝）」で表されま

す。

「貧窮」「貧乏」「貧苦」「貧血」「清貧」「救貧」

（１１７） 防 ボウ ふせ‐ぐ

「こざと 偏」の右側に「方 」を置いた形の文字です。「方 」は、

左右に張り出した形を表していて、襲って来る敵や、氾濫する水を堰き

止める意味を表しています。「こざと偏」は、土を盛った形を象っていて、

これも「方 」と同様の意味を表します。漢点字では、「 （こざと偏）」

と「 （方）」で表されます。

「防衛」「防御」「防火用水」「堤防」「予防接種」



－ ２４ － (横－２）

（１１８） 明 メイ ミョウ ミン あか‐るい

あか‐らむ あか‐い あ‐ける あき‐らか

「日 」の右側に「月 」を置いた形の文字です。「日 」は、元来は

日ではなく、窓を象ったものでした。夜、窓から月の光が射して、部屋

の中が明るく照らし出される様子を表す文字です。訓読みの〝あかるい、

あからむ〟は、文字通り光に照らされて明るくなることを表しています。

〝あける〟は、夜が明ける、年が明けるの意味です。〝あきらか〟も、

光に照らされて、よく見えることを意味します。あかるい、はっきりし

ている、道理がよく分かっている、ものを見分ける力がある等の意味が

あります。音読みの〝ミン〟は、中国の王朝の名称です。漢点字では、「

（日）」と「 （月）」で表されます。

「明瞭」「明白」「明快」「明敏」「明晰」「明日」「賢明」「未明」「文明」

※「車 」を部首として含む文字二つ。

＊これまでに「車 」を部首として含む文字、「軍 、転 」をご

紹介しました。後二つ、第一基本文字で構成される文字があります。

（１１９） 庫 コ ク くら

「广 」の下に「車 」を置いた形の文字です。「广 」は、建物の屋

根と壁を象っていて、「車 」は戦車を表しています。戦車を保管する建

物が、この文字の意味です。そこから、色々なものを保管しておく〝く

ら〟として用いられます。〝庫裏（くり）〟とは、寺の台所の意味です。

漢点字では、「 （广）」と「 （車）」で表されます。

「庫裏」「倉庫」「車庫」「書庫」「冷蔵庫」

（１２０） 連 レン つら‐なる つら‐ねる

つ‐れる つれ

「車 」に「しんにょう」を加えた形の文字です。車が連なって行く

様子を表しています。列を連ねて行く、転じて、関わり合いになる。〝

つれる〟と読んで、人を連れて歩く、連れを伴って行く、そこからさら

に、友とか仲間の意味に派生しました。漢点字では、「 （しんにょう）」

と「 （車）」で表されます。

「連行」「連動」「連座」「連中」「連帯」「国際連合」「歌は世に連れ、

世は歌に連れ」



ご
報
告
と
ご
案
内

一

『
常
用
字
解
』
』

①
『
常
用
字
解
』
の
漢
点
字
版
が
完
成
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
四
年
か
ら
足
か
け
七
年
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
『
常
用
字
解
』
（
白
川
静
著
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
三

年
）
の
漢
点
字
版
が
、
漸
く
完
成
し
ま
し
た
。

昨
年
（
二
〇
〇
八
年
）
度
に
そ
の
前
半
一
〇
冊
を
、
こ
の
程

二
〇
〇
九
年
度
分
と
し
て
、
後
半
八
冊
を
横
浜
市
中
央
図
書
館

に
納
入
致
し
ま
し
た
。
全
一
八
分
冊
が
揃
い
ま
し
た
の
で
、
全

国
の
図
書
館
を
通
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

当
初
は
漢
点
字
版
の
「
凡
例
」
を
加
え
て
、
全
一
九
巻
に
な

る
予
定
で
し
た
が
、
本
会
で
は
昨
年
、
担
当
者
の
急
逝
と
い
う

不
幸
に
見
舞
わ
れ
、
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
来
年
（
二
〇
一
〇
年
）
度
納
入
を
予
定
し
て
い
る

『
人
名
字
解
』
（
白
川
静
著
、
平
凡
社
）
の
漢
点
字
版
と
ご
一

緒
に
「
凡
例
」
を
納
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

｢

凡
例｣

で
は
、
漢
字
の
字
形
を
如
何
に
し
て
表
す
か
の
工
夫

と
し
て｢

字
式｣

を
取
り
入
れ
た
こ
と
と
、｢

字
式｣

が
ど
の
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
ご
説
明
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
原
書
に
は
甲
骨
文
字
や
金
文
、
あ
る
い
は
文
字
の
古
形

そ
の
他
多
く
の
図
像
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ど
の

よ
う
に
触
読
文
字
に
置
き
換
え
る
か
な
ど
、
断
念
も
含
め
た
工

夫
を
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

「
字
式
」
で
は
、
漢
字
の
書
記
法
と
し
て
現
在
行
わ
れ
て
い

る
筆
順
や
運
筆
か
ら
、
一
旦
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
墨
字

を
お
使
い
の
方
も
、
空
中
に
指
で
ト
レ
ー
ス
し
て
い
た
だ
く
な

ど
し
て
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

長
年
月
、
製
作
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
会
員
の
皆
様

に
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
納
入
致
し
ま
し
た
漢
点

字
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
同
様
に
、
打
ち
出
し
以
外
の
工

程
は
全
て
会
員
の
手
作
業
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
編
集
に
当

た
っ
て
下
さ
り
な
が
ら
、
そ
の
途
半
ば
で
ご
永
眠
な
さ
い
ま
し

た
高
橋
幸
子
様
に
心
よ
り
の
感
謝
を
捧
げ
、
ま
た
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

②
Ｅ
Ｉ
Ｂ
版
『
常
用
字
解
』
の
ご
用
意
が
ご
ざ
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
で
『
常
用
字
解
』
が
引
き
た
い
と
い
う
ご
希
望

に
、
本
会
開
発
の
、
漢
点
字
用
点
字
フ
ァ
イ
ル
で
あ
る｢

Ｅ
Ｉ

Ｂ
フ
ァ
イ
ル｣

で
ご
提
供
致
し
ま
す
。
Ｅ
Ｉ
Ｂ
フ
ァ
イ
ル
は
、

読
み
取
り
専
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
のE

i
b
r
k
r
w

で
、
ピ
ン
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
に
送
出
し
て
、
漢
点
字
で
読
む
フ
ァ
イ
ル
で
す
。E

i
b
r
k
r

w

は
、
無
料
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
ご
相
談
下
さ
い
。

③
ご
提
案
あ
る
い
は
お
願
い
、
音
訳
に
よ
るD

A
I
S
Y

版
を
！

漢
字
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
途
失
明

者
の
皆
様
に
、
『
常
用
字
解
』
を
音
訳
し
てD

A
I
S
Y

で
お
届
け

で
き
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。D

A
I
S
Y

に
は
便

利
な
検
索
装
置
が
あ
り
ま
す
。
『
常
用
字
解
』
は
音
読
に
よ
る

五
十
音
順
に
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

－ ２５ －



漢
字
の
音
訳
に
は
、
漢
点
字
版
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
極
め
て
有
効

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
音
訳
者

の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
多
少
の
準
備
は
必
要
か
と

存
じ
ま
す
が
、
漢
字
の
お
好
き
な
方
に
は
、
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
と
存
じ
ま
す
。

二

表

彰

昨
年
・
二
〇
〇
九
年
十
一
月
に
、
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
、
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
が
永
年
活
動
に
よ
っ
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
は
、
一
九
九
六
年
一
月
三
十
一
日
に

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
十
五
年
目
に
入
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
も
全
て
、
会
員
の
皆
様
の
弛
ま
ぬ
努
力
の
賜
で
あ
り
、

ご
支
援
下
さ
る
皆
様
の
ご
鞭
撻
の
賜
で
す
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

三

漢
点
字
講
習
会

①
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

二
〇
一
〇
年
度
も
、
横
浜
市
健
康
福
祉
局
、
市
教
育
委
員

会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
後
援
を
い
た
だ
い
て
、
漢
点
字

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

漢
点
字
を
学
ん
で
、
漢
字
の
世
界
に
歩
を
進
め
た
い
と
希
望

さ
れ
る
視
覚
障
害
者
の
方
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
方
が
周
辺

に
お
ら
れ
る
方
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
お
子
様
を
お
持
ち
の
親

御
様
、
点
訳
・
音
訳
活
動
か
ら
漢
点
字
に
関
心
を
お
持
ち
下
さ

っ
た
皆
様
は
、
以
下
の
要
領
で
ご
受
講
下
さ
い
。
お
待
ち
申
し

上
げ
ま
す
。

漢
点
字
を
全
く
ご
存
じ
な
い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

主
催
：

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会

後
援
：

横
浜
市
健
康
福
祉
局
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
、
横

浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

講
習
の
進
め
方
：

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
、

通
信
制
を
基
本
に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
隔
月
に
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
勉
強
し
ま
す
。

日
程
：

第
一
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
、
二
〇
一
〇
年
五
月
五
日

（
水
）
、

：

～

：

。
当
日
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

14

00

16

00

ン
の
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
隔
月
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行
っ

て
、
漢
字
の
世
界
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
場
：

横
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ー
ナ
ー
（
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
八
Ｆ
、
Ｊ
Ｒ
・
市

営
地
下
鉄
・
桜
木
町
駅
下
車
）

お
申
し
込
み
：

４
月

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話0

3

‐3
6

30

か
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
致
し
ま
す
。
詳
細
は
お
申

し
込
み
時
に
。

②
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

東
京
で
も
同
様
に
、
漢
点
字
の
学
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

－ ２６ －
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▼
岡
田
さ
ん
の
大
作｢

漢
点
字
の
散
歩｣

の
ド
イ
ツ
語
編
が
終
わ
り
を
迎
え
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
語
に
つ
い
て
予
備
知
識
の

な
い
方
に
と
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
に
く
い
内
容
だ
っ
た
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
岡
田
さ
ん
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
点
字
を
パ
タ

ー
ン
と
し
て
受
け
止
め
、
そ
れ
が
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
考

え
て
み
る
の
も
い
い
か
と
思
い
ま
す
▼
つ
ま
り
、
１
ま
す
か
２
ま

す
で
表
さ
れ
た
点
字
の
略
字
は
、
そ
れ
を
形
と
し
て
認
識
し
た
時

に
、
頭
の
中
で
は
そ
れ
に
相
当
す
る
一
連
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が

瞬
時
に
思
い
浮
か
ぶ
の
で
し
ょ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
は
、
い
わ

ゆ
る
表
音
文
字
で
表
さ
れ
、
１
つ
１
つ
の
文
字
は
意
味
を
持
た
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
英
語
の
文
を
読
む

時
、
目
は
１
つ
１
つ
の
単
語
の
綴
り
を
ひ
と
か
た
ま
り
の
パ
タ
ー

ン
と
し
て
認
識
し
て
い
ま
す
。
５
つ
も
６
つ
も
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
の
文
字
の
か
た
ま
り
を
、
１
つ
か
２
つ
の
点
字
で
表
し
て
、
そ

れ
が
も
と
の
文
字
の
か
た
ま
り
を
表
す
も
の
と
認
識
さ
れ
れ
ば
、

触
読
で
読
む
人
に
と
っ
て
、
と
て
も
能
率
的
な
方
法
だ
と
い
う
こ

と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
ま
す
▼
漢
字
や
漢
点
字
の
成
り
立
ち
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
意
味
の
表
す
も
の
の
形
や
、
読
み
方
に
由
来
す
る

音
や
、
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
個
々
の
漢
字
の
成
り
立
ち
を
深
く
考
え
る
に
は
非

常
に
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
が
、
実
際
に
文
章
と
し
て
読
み
取

る
時
は
、
個
々
の
漢
字
や
熟
語
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
そ
の
意
味
を
直

接
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
ド
イ
ツ
語
の
略
字
と
日
本
語
の

漢
点
字
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。(

木
下
和
久)

編

集

後

記
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